
１９ Kami

そ
の
作
品
は
当
館
に
も
多
数
所

蔵
さ
れ
て
お
り
、
今
も
多
く
の

フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
の
楠
瀬
は
、
遠
回
り
を

し
つ
つ
も
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
に

活
路
を
見
い
だ
し
ま
す
。
数
多

く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り

な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
を
設

立
し
、
た
く
さ
ん
の
後
輩
を
育

て
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の

後
、
楠
瀬
は
植
物
を
描
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。
高
い
技
術
に
裏

付
け
ら
れ
た
品
格
の
あ
る
美
し

さ
は
、
た
く
さ
ん
の
人
々
を
魅

了
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
は
、
彼
ら
２
人
の
歩
み

を
紹
介
し
、
日
和
﨑
の
木
口
木

版
の
作
品
と
、
楠
瀬
の
植
物
画

の
作
品
を
合
わ
せ
て
ご
覧
い
た

だ
く
内
容
で
す
。
爽
や
か
な
秋

に
、
し
っ
と
り
と
し
た
作
品
の

数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
館
長
・
都
築
房
子
）

　

香
美
市
立
美
術
館

で
は
、
ふ
た
つ
の
歩

み 

ー
楠
瀬
康
璽
と

日
和
﨑
尊
夫
展
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　

楠
瀬
康
璽
と
日
和

﨑
尊
夫
は
、
昭
和
32

年
に
新
設
さ
れ
た
高

知
県
立
高
知
西
高
等

学
校
に
第
一
期
生
と

し
て
入
学
し
ま
し
た
。

２
人
は
、
新
し
い
学
校
で
自
ら

が
伝
統
を
つ
く
っ
て
い
く
の
だ

と
い
う
自
負
を
持
っ
て
勉
学
に

励
み
、
美
術
部
で
競
い
な
が
ら

将
来
の
夢
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
和
﨑
は
洋
画
の

世
界
で
木
口
木
版
に
出
合
い
、

若
く
し
て
注

目
の
版
画
家

と
な
り
ま
し

た
。
版
画
家

と
し
て
大
成

し
た
日
和
﨑

は
、
平
成
４

年
に
50
歳
の

若
さ
で
他
界

し
ま
し
た
が
、

◆
読
書
週
間

【
期
間
】
10
月
27
日
（
土
）
～

11
月
９
日
（
金
）

【
標
語
】
ホ
ッ
と
一
息 

本
と
一
息

◆
香
北
分
館 

出
前
講
座

　

手
ぶ
く
ろ
を
使
っ
て
、
切
っ

た
り
縫
っ
た
り
せ
ず
に
人
形
や

動
物
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
体
験
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
10
日
（
土
）

９
時
30
分
～
11
時
10
分

【
場
所
】
大
宮
小
学
校
（
愛
あ

い
ふ
れ
あ
い
祭
り
）

◆
物
部
地
区
文
化
展

【
日
時
】
11
月
17
日
（
土
）
～

18
日
（
日
）
９
時
～
16
時

【
場
所
】

奥
物
部
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

【
内
容
】
出
前
ミ
ニ
図
書
館
・

お
は
な
し
会
（
17
日
）
・
手
ぶ

く
ろ
で
人
形
づ
く
り
（
17
日
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

物
部
分
館
☎
52
・
９
２
９
５

◆
和
楽
器
を
楽
し
む

　

秋
の
お
は
な
し
会

　

和
楽
器
の
音
色
と
一
緒
に
楽

し
む
お
は
な
し
会
は
、
い
つ
も

と
違
っ
た
味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
25
日
（
日
）

10
時
～
11
時

【
場
所
】
本
館

【
対
象
】
小
学
生
以
上

【
問
い
合
わ
せ
先
】

本
館
☎
53
・
０
３
０
１

◆
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る

　

ス
マ
ホ
写
真
講
座

　

プ
ロ
の
写
真
家
に
学
ぶ
楽
し

い
実
践
講
座
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
写
真
集
の

展
示
も
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
９
日
（
日
）

　

13
時
30
分
～
16
時

【
場
所
】

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
美
良
布

【
講
師
】
武
内
忠
昭
さ
ん
（
ラ

フ
デ
ィ
ッ
プ
）

【
対
象
】
高
校
生
～
40
代

【
募
集
人
数
】
10
人

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
北
分
館
☎
59
・
４
５
５
０

◆
新
書
コ
ー
ナ
ー

　

本
館
に
新
書
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
開
館
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
、
開
館

時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

【
開
館
時
間
】
10
時
か
ら
18
時

市
立
図
書
館

Ｐｉｃｋ  Ｕｐ
南国・香南・

香美・土長の昭和

樹林舎　発行

写真で昭和を振り返る一

冊。現在では休校になっ

ている平山小学校の様子

や、トロッコ列車が走っ

ていた頃の線路の写真な

どが掲載されています。

監禁面接

ピエール・ルメートル　著

５７歳でリストラされたア

ランに、一流企業の最終

試験に残ったという知ら

せが。試験の内容は、そ

の企業の重役を監禁・尋

問しろというものだった。

いろいろあった人へ

　 ー 大人の流儀 ー

伊集院静　著

最愛の妻を亡くした絶望

は計り知れない。悲しみ

に打ちひしがれたとき、

どう振る舞えばいいのか。

「忘れなさい」。希望と勇

気、励ましのメッセージ。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

吉
井
勇
記
念
館　

☎
58
・
２
２
２
０

道
浦
母
都
子
さ
ん
講
演
会

　

歌
人
・
道
浦
母
都
子
さ
ん
に

よ
る
短
歌
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
歌
集
や
エ
ッ
セ
イ
、
小
説
、

絵
本
を
手
が
け
て
幅
広
く
活
躍

す
る
道
浦
さ
ん
に
「
女
性
歌
人

の
現
在
」
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
短
歌
や
文
学
の
世
界
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
11
月
17
日
（
土
）

14
時
～
15
時
30
分

【
参
加
費
】
300
円

※

入
館
料
・
資
料
代
込
み

【
送
迎
バ
ス
】※

要
予
約

香
美
市
役
所
本
庁
舎
か
ら
、
Ｊ

Ｒ
バ
ス
美
良
布
駅
経
由
。

行
き　

12
時
10
分
発

（
Ｊ
Ｒ
美
良
布
駅
12
時
30
分
）

帰
り　

15
時
40
分
発

館
長
講
話  

『
吉
井
勇
と
猪
野
々
』

　

当
館
の
館
長
に
よ
る
講
話

『
吉
井
勇
と
猪
野
々
』
を
開
催

し
ま
す
。

　

勇
の
猪
野
々
で
の
心
境
や
詠

ま
れ
た
短
歌
な
ど
を
通
じ
て
、

勇
の
心
を
癒
や
し
た
猪
野
々
の

魅
力
や
、
彼
の
心
情
に
つ
い
て

話
し
ま
す
。
ま
た
、
濱
田
郁
夫

さ
ん
に
よ
る
ギ
タ
ー
弾
き
語
り

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※

参
加
無
料

【
日
時
】
12
月
１
日
（
土
）

14
時
～
15
時
30
分

※

13
時
10
分
よ
り
学
芸
員
に
よ
る
展

示
解
説
（
要
入
館
料
）

【
場
所
】
猪
野
々
集
会
所

（
吉
井
勇
記
念
館
隣
）

【
送
迎
バ
ス
】※

要
予
約

香
美
市
役
所
本
庁
舎
か
ら
、
Ｊ

Ｒ
バ
ス
美
良
布
駅
経
由
。　

行
き　

12
時
30
分
発

（
Ｊ
Ｒ
美
良
布
駅
12
時
50
分
）

帰
り　

15
時
40
分
発

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

　

短
歌
の
部　
　
　

（
選
者　

岡
崎
桜
雲
さ
ん
）

特　
　
　

選　

  

新
婚
の
旅
に
訪
ね
し
雲
龍
碑
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

御
祖
に
白
菊
供
へ
来
し
と
息
子
ら　
　

 

古
川　

安
子

優　
　
　

秀　

  

久
々
に
晴
れ
た
る
畑
に
種
を
蒔
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

夫
婦
と
き
お
り
笑
い
声
聞
こ
ゆ　
　

 

吉
本　

悦
子

佳　
　
　

作　

  

濁
流
に
な
が
さ
れ
ま
い
と
ひ
と
つ
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

赤
き
背
鰭
が
頻
り
に　
く　
　

 

都
築　

初
代

佳　
　
　

作　

  

荒
草
を
こ
と
ご
と
剃
り
た
り
鍬
か
つ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

凱
旋
兵
士
の
思
ひ
に
帰
り
来　
　

 

公
文　

正
子

佳　
　
　

作　

  

嬰
児
は
小
さ
き
こ
ぶ
し
に
し
っ
か
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
き
未
来
を
握
り
締
め
い
る　
　

 

明
石　

敬
恵

互
選
高
点
賞　

  

木
下
に
て
一
掬
の
水
を
分
け
あ
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

オ
ク
ラ
摘
む
子
と
草
け
づ
る
吾
と　
　

 

大
岸
由
起
子

　

俳
句
の
部　
　
　

（
選
者　

亀
井
雉
子
男
さ
ん
）

特　
　
　

選　

  

玉
垣
に
の
こ
る
邑
の
名
時
鳥　
　
　
　
　
　
　

明
石　

韮
生

優　
　
　

秀　

  

餡
ぱ
ん
の
餡
の
は
み
出
る
土
用
か
な　
　
　
　

森
本　

之
子

優　
　
　

秀　

  

優
曇
華
や
壊
れ
た
テ
レ
ビ
捨
て
き
れ
ず　
　
　

筒
井　
　

文

佳　
　
　

作　

  

夏
茱
萸
や
ほ
ろ
り
昭
和
の
味
し
た
る　
　
　
　

佐
竹　

洋
子

佳　
　
　

作　

  

四
万
十
の
石
こ
ろ
一
つ
夏
惜
し
む　
　
　
　
　

甲
藤　

卓
雄

佳　
　
　

作　

  

枕
辺
に
退
院
待
て
る
夏
帽
子　
　
　
　
　
　
　

山
﨑　

鈴
子

互
選
高
点
賞　

  

咳
払
ひ
よ
く
似
し
父
子
籐
の
椅
子　
　
　
　
　

坂
元　

道
子

香
美
・
香
南
地
区
文
化
協
会
長
賞

※

掲
載
し
て
い
る
受
賞
作
品
は
香
美
市
の
方
の
作
品
の
み
で
す
。

ほ
と
と
ぎ
す

う
ど
ん
げ

な
つ
ぐ
み

み
お
や

せ
び
れ

む
ら

あ
ん

も
が

し
き

く
わ

が
い
せ
ん

い
っ
き
く

み
ど
り
ご

こ

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

１１月３日（土・祝）～１２月２４日（月・振休）

休館日／毎週月曜日（祝日の場合、火曜日が休館）

ふたつの歩み
楠瀬康璽と日和﨑尊夫

こうじ たかお

▲烏瓜【からすうり】／楠瀬康璽

▲緑の導火線『ぼくがちぎるこのパン』／日和﨑尊夫

第
11
回
香
美

回
香
美
・
香
南

・
香
南
地
区
短
詩
型
文
学
振
興
大
会

地
区
短
詩
型
文
学
振
興
大
会

第
12
回
香
美
・
香
南
地
区
短
詩
型
文
学
振
興
大
会

（
９
月
２
日
・
香
美
市
役
所
）


